
今後の進め方について 

 

１．大綱の位置づけについて 

   「江別市行政改革大綱」は総合計画の個別計画として位置づけられ、総合計画が目指すまちづくり

の推進に向けて必要な行政運営の見直しに関する方針となるもの（計画期間は示されていない）。 

 

２．現行計画について 

  （１）概要 

     行政改革大綱に掲げる 「市民参加と協働による行政運営」、「意識と能力の高い職員による

柔軟な行政運営」、「健全な財政と行政サービスの向上を両立させた行政運営」の３つの基本目

標ごとに、より具体的な２６の取組項目を定め、毎年その取組状況を進行管理している。 

（２）計画期間 

平成２６年度～平成３０年度 

 

３．計画改定の方針 

  平成２６年度に新たな行政改革大綱を策定するとともに、この大綱を踏まえ、より具体的な取組を

示す行政改革推進計画を策定し、今年度が計画期間の最終年度となる。次期推進計画の策定に当たっ

ては、大綱に掲げる基本目標や取組方針の考え方を踏まえつつ、新たな財源の発掘や財政の健全化に

向けた具体的方策の検討、さらには国が進める働き方改革の動向なども見極めながら、より実効性の

ある計画となるよう作業を進めていくこととする。 

 

４．計画改定のための庁内検討プロジェクトチームについて 

次期計画を検討するため、行政改革推進本部の下部組織として、課長職の職員７名からなる、計画

等検討ワーキンググループと、庁内公募による係長職以下の職員１７名からなる、しごとのしかた改

革ワーキンググループを設置する。計画等検討ワーキンググループは、しごとのしかた改革ワーキン

ググループへのアドバイスや財源の確保、事務の効率化などの個別の課題への対応、計画素案の検討

などを行い、しごとのしかた改革ワーキンググループは、職場の業務改善や長時間労働の是正に向け

たアイディアなどを検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政改革推進本部（理事者＋部長職） 

幹事会（主務課長＋職員課長＋財政課長＋政策推進課長） 

部会 

「行政改革プロジェクトチーム」 

①計画等検討ＷＧ 

幹事会メンバーから 

7人 

（職員・財政・政策＋4人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・推進計画の素案作成 

②しごとのしかた改革ＷＧ 

係長職以下の職員 

 17 人（公募） 

実現性を高める助言 
（否定する役ではない） 

アイデアの提案 仕事のあり方の改革や意識改革について自由な
発想で検討し、財政の健全化や市民サービスの向
上を目指した新しいアイデアを提案する。 
 
 想定されるアイデア例 

・一人ひとりの業務負担の平準化 
・部署を越えた協力体制の整備 
・ペーパーレス化 

行政改革の素案を幹事会に上げるための

主力検討チーム 

・推進計画の素案検討 

・重要行革課題の検討 

（民間活用、総合窓口、クラウド、オー

プンデータ等） 

資料３ 



５．計画改定のスケジュール（予定） 

  平成３０年 ５月２２日（火） 行政改革推進本部会議（部長職以上） 

        ６月 ８日（金） 行政改革推進本部幹事会（主務課長等） 

        ６月２９日（金） 計画等検討ワーキンググループ（課長職７名） 

                 しごとのしかた改革ワーキンググループ 

（庁内公募による係長職以下１７名） 

                 ※両ワーキンググループは、今後、概ね１１月まで月１回程度 

開催 

        ７月３０日（月） 第１回行政改革推進委員会（以降、計４回程度開催） 

                 （予定）第２回：１０月下旬～１１月上旬頃 

                     第３回：１２月下旬頃 

                     第４回：３月中旬頃 

 平成３１年 １月       計画案のパブリックコメント実施 

        ３月       新計画策定 

 

 

 

 

 

 

 


